
こ
の
度
は
美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
防

災
部
と
美
鈴
が
丘
学
区
自
主
防
災
会
連
合
会
の

要
職
を
拝
命
し
ま
し
た
。
２
年
前
に
日
本
防
災

士
機
構
の
防
災
士（
美
鈴
が
丘
に
は
現
在
８
人
）

の
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
か
ら
の
ご
縁
で
す
。

美
鈴
が
丘
は
、
約
４
１
３
０
世
帯
、
居
住
人

口
が
約
９
６
５
０
人（
65
歳
以
上
の
高
齢
人
口

が
40・５
％
）〈
２
０
２
０
年
４
月
現
在
〉と
規

模
が
大
き
く
、
常
日
頃
か
ら
、
立
地
、
地
形
・

地
質
、
活
断
層
の
構
造
、
想
定
さ
れ
る
ハ
ザ
ー

ド
な
ど
災
害
リ
ス
ク
、
被
害
想
定
も
踏
ま
え
た

防
災
意
識
を
普
段
か
ら
培
っ
て
お
く
こ
と
が
肝

要
で
す
。

使
命
感
と
し
て
、
美
鈴
が
丘
の
地
域
防
災
力

（
情
報
・
人
・
意
識
）の
強
化
を
、
こ
れ
ま
で

に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
強
化
・

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

防
災
情
報
に
つ
い
て
は
、
広
島
市
防
災

情
報
メ
ー
ル（entry@

k-bousai.city.
hiroshim

a.jp

）の
登
録
で「
美
鈴
が
丘
」に

設
定
し
て
お
く
と
移
動
中
で
も
便
利
で
す
。

防
災
気
象
情
報
で
警
戒
レ
ベ
ル
１
、２
が
出

る
と
、
災
害
の
心
構
え
を
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
に
よ
り
災
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
区
域
や

避
難
先
、
避
難
経
路
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
３
で
は
、
高
齢
者
の
方
、
小
さ

い
子
ど
も
が
い
る
方
、
避
難
所
ま
で
遠
い
方
は

避
難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
４
で
は
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ

避
難
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
レ
ッ

ド
・
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
の
方
々
が
対
象
で
す
。

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を

詰
め
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
５
で
は
、
何
ら
か
の
災
害
が
す

で
に
発
生
し
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
状

況
な
の
で
、
命
を
守
る
た
め
の
最
善
の
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
３
に
な
る
と
、
美
鈴
が
丘
高
校

の
講
堂
、
各
街
区
の
集
会
所
が
避
難
場
所
と
し

て
開
設
さ
れ
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
は
、
警
戒
レ
ベ

ル
４
避
難
勧
告
以
上
で
吹
鳴
し
ま
す
。
防
災
行

政
無
線
は
、
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、
注

意
喚
起（
自
主
避
難
）の
放
送
が
流
れ
ま
す
。

そ
れ
以
降
は
、
レ
ベ
ル
３
、４
と
変
わ
る
た
び

に
放
送
さ
れ
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
平
時
の
事
前
の
備
え
と
し
て

は
、「
わ
が
ま
ち
防
災
マ
ッ
プ
」〈
今
年
度
策
定

予
定
〉な
ど
住
民
の
防
災
の
知
識
や
マ
イ
ン
ド

を
高
め
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
風
水
害
に
よ
る「
土

砂
災
害
」（
土
石
流
・
が
け
崩
れ
・
地
す
べ
り
）

や
大
地
震
な
ど
有
事
の
災
害
発
生
時
に
は
パ

ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
な
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

行
動
で
き
る
避
難
誘
導
な
ど
の
体
制
を
整
備
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
年
の
自
然
災
害
の
特
徴
と
し
て
は
、
想
定

外
の
被
害
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

か
ら
梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し
ま
す
。

各
街
区
の
、特
に
、警
戒
区
域（
東
街
区
152
、西

街
区
124
、
南
街
区
435
、
緑
街
区
256　

合
計
967
）

に
お
住
ま
い
の
方
に
は『
た
ち
ま
ち
防
災
』（
風

水
害
編
）を
、
過
日
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

防
災
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

「
自
助
」（
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
）「
共
助
」

（
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
）「
公

助
」（
市
や
県
、
国
、
防
災
関
係
機
関
が
住
民

等
を
災
害
か
ら
守
る
）と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
共
助
」の
要
に
な
る
の
が
17
あ
る
各
町
内

会
が
主
体
的
に
策
定
さ
れ
て
い
る「
自
主
防
災

組
織
」で
あ
り「
自
主
防
災
計
画
」だ
と
思
い

ま
す
。

防
災
の
概
念
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
災

害
時
の
避
難
場
所
で
の
３
密
を
避
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
に
も
、
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
有
機
的
に
機
能
さ
せ
る

為
に
は
、
常
日
頃
か
ら
の
顔
の
見
え
る
関
係
な

ど
ご
近
所
と
の
良
好
な
人
間
関
係
を
築
い
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

防
災
訓
練
、
防
災
講
演
会
、
救
急
講
習
会
、
広

島
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
の
見
学
な
ど
各
種
の

年
間
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
防

災
力
並
び
に
自
主
防
災
力
の
向
上
に
向
け
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
防
災
活
動
を
通
じ

て
、
誇
れ
る
郷
土「
美
鈴
が
丘
」の
災
害
に
強

い「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」を
更
に
進

化
さ
せ
未
来
世
代
に
継
承
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
防
災
部
長　

古
田
陽
久
）

必
ず
や
っ
て
く
る
豪
雨
被
害
に
備
え
る
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現
在
、
美
鈴
が
丘
で
は
４
台
の
地
域

防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
台
は
平
成
26
年
11
月
に
、
美
鈴
モ
ー

ル
前
横
断
陸
橋
に
取
り
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

運
用
開
始
の
日
に
は
開
始
式
も
開

か
れ
、
美
鈴
が
丘
の
安
全
・
安
心
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。
こ
の
２
台

で
、
美
鈴
の
玄
関
口
で
あ
る

西
１
丁
目
交
差
点
か
ら
侵
入

し
て
く
る
不
審
車
両
の
映
像

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
井
方
面
か
ら

と
山
田
方
面
か
ら
の
入
口
も

抑
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

よ
り
強
固
な
防
犯
体
制
に
な

る
と
の
声
が
強
ま
り
、
令
和

元
年
12
月
に
、
美
鈴
が
丘
中

学
校
前
交
差
点
と
、
西
５
丁

目
交
差
点
の
２
ヶ
所
に
一
台

ず
つ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
致

し
ま
し
た
。
こ
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
広
島

市
の
補
助
事
業
で
あ
り
、
そ
の
運
用
も

厳
し
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
は
大
切
な
部

分
で
、
映
像
記
録
を
見
る
場
合
、
管
理

運
用
責
任
者
や
操
作
取
扱
者
、
そ
し
て

警
察
な
ど
、
複
数
人
が
立
ち
会
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
犯
罪
に
関
わ
る
こ
と

以
外
で
は
映
像
確
認
は
行
い
ま
せ
ん

し
、
毎
年
運
用
記
録
を
広
島
市
に
提
出

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
で
は
、

防
犯
カ
メ
ラ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

繋
が
っ
て
い
な
い
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
外
部
か
ら
侵
入
し
、
映

像
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
仕
様
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
美
鈴

が
丘
で
窃
盗
、
痴
漢
、
声
か
け
な
ど
の

事
案
が
発
生
し
た
時
に
、
不
審
車
両
確

認
等
で
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
防
犯

カ
メ
ラ
映
像
が
犯
人
逮
捕
の
手
が
か

り
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

美
鈴
が
丘
の
安
全
・
安
心
を
見
守
る

門
番
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
活
躍
し
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

（
美
鈴
が
丘
学
区　

防
犯
組
合
長　

森
野
貴
雅
）

美
鈴
が
丘
に
は
昭
和
53
年
に
移
り

住
み
ま
し
た
。
当
時
は
東
街
区
の
み
で

小
学
校
も
な
く
、
八
幡
東
小
学
校
へ
バ

ス
で
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
56
年
に
美
鈴
が
丘
小
学
校
が
開

校
し
、
２
年
間
通
い
ま
し
た
。

昔
お
世
話
に
な
っ
た
学
校
や
地
域

で
、
何
か
恩
返
し
が
で
き
な
い
か
と
思

い
、
美
鈴
が
丘
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

青
少
協
は
、
美
鈴
が
丘
団

地
で
は
子
ど
も
達
が
学
校
で

学
習
す
る
一
方
、
地
域
社
会

の
中
で
交
流
し
、
人
間
と
し

て
の
社
会
性
を
身
に
つ
け
て

い
く
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で

共
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
は
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
に
立
ち
、
子
ど

も
達
と
の
様
々
な
ふ
れ
あ
い

活
動
を
通
じ
挨
拶
が
出
来
る
よ
う
な

心
を
持
っ
た
子
ど
も
達
を
育
て
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
青
少
協
委
員
を
中
心
に
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
図
る
た
め

の
平
和
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
、
体
験
学
習

な
ど
様
々
な
育
成
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
安
全
で
安
心
な
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
青
少
年
指
導
員
の
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
、
こ
ど
も
110
番
の
家
の
見

守
り
活
動
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
学
校
と
地
域
の
連
携
を
図
る
た

め
の
研
修
会
も
開
催
し
、
お
互
い
の
情

報
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

６
月
よ
り
学
校
が
や
っ
と
再
開
さ

れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
学
校
な
ど
が
長
期

に
渡
り
休
校
と
な
り
、
秋
に
か
け
て
は

第
二
波
も
想
定
さ
れ
、
子
ど
も
達
を
取

り
巻
く
環
境
や
心
身
状
況
を
大
変
心

配
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
美
鈴
が
丘
で

子
ど
も
達
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
、
関
係
団
体
と
協
力
し
て
今
後

は
、
様
々
な
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
当
初
、
学
校
な
ど
で
体
験
型

の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
現
状
で
は
開
催
が
難
し
い
状
況
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
収
束
し
て
安

全
に
活
動
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
様
々
な
活
動

を
計
画
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域

の
皆
様
に
育
て
て
頂
い
た

の
で
、
今
度
は
微
力
な
が

ら
地
域
の
た
め
に
尽
力
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（�

美
鈴
が
丘
地
区
青
少
年�

�

健
全
育
成
連
絡
協
議
会
会
長

�

竹
本　

了
）

防犯カメラ追加導入
団地への3か所の入り口をカバー
（美鈴が丘の安全安心を担保）

子ども達に寄り添った
活動の推進（青少協）

3か所の設置場所

町
内
会
の
情
報
は
常
時
募
集
中
で
す
。何
か
情
報
が
あ
れ
ば
町
内
会
長・広
報
部
員・広
報
部
長
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
集
会
所
に
は
広
報
部
目
安
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
も
情
報
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　りんりんタクシーを運営している双
葉タクシーが６月１日から新車をデ
ビュー、今年の２月に使用していた車
両が故障し、代車で運行していました
が、これからは使いやすい車両で乗り
降りが楽ちん。

　主な特徴は自動で出る補助ステップがつき、大きなドアに変わ
りましたので、大変乗り易くなりました。
　座席数は２、３、３席の配置で８席と変わりませんが、
補助席が固定席に代わり、室内がフルで利用できます。

　また、車内には掲示板が設置され、様々な情報を見ることができます。
　更に後部のトランク部は広くなりましたので、大きなお買い物カートはここに収納できます。
　導入に当たっては、広島市の乗合タクシー運行助成補助制度を利用して購入費の４分の３を広島市、４分
の１を運営委員会が負担します。約20万円を３年間負担しますが、この資金は新車購入などを目的とした
活動推進積立金を充てます。この積立金は各町内会からの募金、負担金とは別に、過去３年間でこの事業に
寄せられた個人募金、広銀をはじめ地域の企業、団体からの協賛金、運営費の余剰金などを積み立てたもの
ですので、皆様から新たなご負担はありません。
　大変乗り易くご利用いただけるようになりましたので、是非１回乗ってみられて体験してみて下さい。り
んりんタクシーの良さを分かってもらえると思います。
　これからもりんりんタクシーに支援を賜りますようお願い申し上げます。
� （事務局長　木村隆義）

自動ステップ使いやすい固定席

大きいドア

巡回乗合タクシー運営委員会

町
内
会
の
情
報
は
常
時
募
集
中
で
す
。何
か
情
報
が
あ
れ
ば
町
内
会
長・広
報
部
員・広
報
部
長
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
集
会
所
に
は
広
報
部
目
安
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
も
情
報
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広 報 み す ず 令和２（2020）年７月号⑶



◎
６
月
の
句

有
終
の
航
赤
道
の

�

大
夕
焼

�

泰
彦

◎
７
月
の
句

何
も
な
い

　

部
屋
だ
金
魚
の

�

餌
が
浮
か
ぶ

�

佳
子

き
さ
ら
ぎ
句
会

お
く
や
み

４
／
26�

平
井　
晶
子
様（
97
）南
２

５
／
20�

大
島　
　
淳
様（
85
）南
４

５
／
21�

井
上　
三
範
様（
95
）東
５

６
／
23�

桑
田
ス
ミ
子
様（
89
）東
4

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

吉
田　
み
と
ち
ゃ
ん
１
／
15
東
４

大
久
保
杏あ

ん

奈な

ち
ゃ
ん
２
／
５
西
１

竹
野
下
雪ゆ

き

花は

ち
ゃ
ん
３
／
９
南
１

竹
野　
　
椛は

な
ち
ゃ
ん
３
／
17
西
４

坂
本　
栞か

ん

菜な

ち
ゃ
ん
３
／
18
東
４

渡
辺　
奏そ

う

樹き

く
ん
４
／
13
東
１

山
根　
琴こ

と

乃の

ち
ゃ
ん
５
／
６
東
２

出
来　
功こ

う

晟せ
い

く
ん
５
／
28
緑
２

金
子　
文ふ

み

乃の

ち
ゃ
ん
６
／
11
南
３

あ
な
た
は
ま
ち
の
宝
物
。地
域
の
み
ん
な
で
大
切
に
し
ま
す
。

美
鈴
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

�

あ
り
が
と
う
‼

こ
ん
に
ち
は 

赤
ち
ゃ
ん
○33ご両親様のひと言

・生まれてきてくれてありがとう
・元気にすくすく育ってね!
・思いやりのある子に育ってください

　
２
０
１
８
年
の
７
月
７

日
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
発

生
し
た
美
鈴
が
丘
中
学
校

運
動
場
横
斜
面
の
復
旧
工

事
が
６
月
４
日
～
令
和
３

年
３
月
10
日
の
工
程
で
着

手
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
に

伴
い
中
学
校
付
近
で
は
工

事
車
両
の
出
入
り
が
多
く

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
子

ど
も
達
の
為
に
も
無
事
故

で
完
成
す
る
よ
う
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

ようこそ

4月1日付（敬称略）

美鈴が丘へ
サムエル美鈴が丘
こどもの園

園長　吉岡　丹美

★�

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

６
／
５

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
月
例
会

男
子
１
位　
笠
井　
照
夫

　
　
２
位　
森　
　
脇
慧

　
　
３
位　
宮
崎　
和
雄

女
子
１
位　
岸
野
ハ
ル
エ

　
　
２
位　
山
本　
佳
子

　
　
３
位　
堀
井　
弘
子

★�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ	

月
例
会　
体
協�

６
／
14

　
　
１
位　
笠
井　
照
夫

　
　
２
位　
恵
谷　
和
之

　
　
３
位　
徳
永　
昌
子

★�

ペ
タ
ン
ク�

月
例
会�

６
／
22

　
　
１
位　
河
内　
　
充

　
　
　
　
　
吉
松　
惟
介

　
　
　
　
　
旭
野　
勝
子

　
　
２
位　
森
重　
悌
二

　
　
　
　
　
竹
野　
忠
利

　
　
　
　
　
笠
井　
敏
子

　
　
３
位　
横
引　
彦
一

　
　
　
　
　
笠
井　
照
夫

★�

第
６
回
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

�

鈴
が
峰
Ｇ
Ｃ　
５
／
22

　
　
１
位　
中
本　
雅
策

　
　
２
位　
阪
井　
孝
一

　
　
３
位　
村
神　
哲
也

①
よ
く
道
路
で
洗
剤
を
つ

け
て
車
を
洗
車
し
て
い
る

の
を
見
か
け
ま
す
が
、
そ

の
洗
車
後
の
水
は
調
整
池

に
流
れ
、
そ
し
て
高
井
の

方
の
農
業
用
水
と
な
り
ま

す
の
で
、
美
鈴
が
丘
の
町

内
と
し
て
そ
の
よ
う
な
水

を
下
流
に
流
さ
な
い
よ
う

に
、
回
覧
板
な
ど
で
町
民

に
徹
底
し
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
下
流
の

◆�

学
校
協
力
者
会
議

�

　
６
／
16

　

小
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

よ
る
学
校
協
力
者
会
議

（
年
３
回
）が
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
連

で
子
ど
も
達
の
学
校
環
境

ガードボランティアを募集
可愛い児童たちの登下校の見守り
活動をやってみませんか？
時間が取れる時で結構です。
連絡は中本（西２）までご連絡く
ださい。

☎928-0096

◆�

美
鈴
が
丘
中
学
校
斜
面
の
復
旧
工
事
が

�

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

会議風景

が
激
変
し
て
い
る
状
況
の

中
、登
下
校
の
見
守
り
、家

庭
で
の
過
ご
し
方
、非
常

時
の
対
応
、
年
間
行
事
予

定
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

農
業
を
し
て
い
る
か
た
の

た
め
に
も
道
路
で
の
洗
車

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
道
路
側
溝
に
あ
る
桝
に

設
置
し
て
い
る
ゴ
ミ
除
け

を
外
し
て
い
る
方
が
い
ま

す
が
雨
が
降
る
と
小
さ
い

ゴ
ミ
な
ら
良
い
で
す
が
、

少
し
大
き
い
ゴ
ミ
が
排
水

管
に
流
れ
配
水
管
が
詰
ま

る
原
因
に
な
り
ま
す
。
ゴ

ミ
が
あ
っ
た
ら
時
々
門
前

掃
除
を
し
て
ゴ
ミ
が
排
水

管
に
流
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ

�

美
鈴
が
丘

住
民
か
ら
の
声

�

（
目
安
箱
の
投
稿
）

南２の土砂崩れ 中学校から見た現場
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